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エネルギー

「実質負担エネルギー0」

「実質負担エネルギー0」

「余剰の電力が
生まれ売電も可能」

活用可能
余剰
エネルギー

創エネ

創エネ

創エネ

◯既存施設を活用し,コスト縮減と環境負荷�
���低減の庁舎

・旧校舎棟、体育館を活用し、建設費、維持管理費の削減に
　配慮します。
・体育館2階の床は、既存の販体から切り離された構造体と
　することで、既存躯体に負担をかけず、構造的な既存遡及
　が発生しない構造計画とします。
・解体建設に伴うCO2の排出量を全体で約6割削減します。

「庁舎✕学校✕市民」
ll

世代を超えて継承する未来の拠点

既存の校舎や体育館をできる限り再利用することで、地域の持続可能性に寄与し、

記憶を未来につなぐ庁舎を建設します。建設費用を低減するとともに、学校の風情を

できる限り残こすことで、かつての学び舎のように地域に親しまれ、多様な交流が

できる、これまでにない庁舎を目指します。

蓄熱槽

井水

水路水 

金谷旅館等

空調機<新庁舎>

空調機の熱源として活用

床涼房・床暖房の熱源として活用

太陽光パネル

ランドスケープで利用

WC

WC

トップライト

夏は井水・冬は水路水を活用

◯自然資源を利用した設備計画

◯将来的な必要面積の変化に柔軟に対応できる庁舎
・技術の進歩、人口の増減、求められる用途変化など、時代の流れと共に庁舎の必要面積は変化していくと予想されます。
・本計画では、この必要面積の変化応じて減築可能な計画とすることにより、将来的な維持管理費の削減し、市民の財政負担を
　低減出来るよう配慮します。

2026年
（竣工時）

中期(約20年後）
(活用棟解体時)

長期（約40年後）
(既存棟解体時)

想定必要面積

配置
体育館棟

新築棟

活用棟

体育館棟

新築棟 新築棟

約6,500㎡ 約3500㎡～約4000㎡ 約1500㎡～約2000㎡

◯下田の自然資源を活用しZEB(ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰﾋﾞﾙ）
����を目指した庁舎

◯段階的な消費エネルギー削減想定のイメージ

下田市新庁舎基本設計概要資料
令和5年7月31日版

※本資料は現段階の想定であり、今後設計を進める中で変更となる可能性があります

-今、そこにあるものを資源として活かし、新しい価値を創造する庁舎計画-

長期（約40年後）
(既存棟解体時)

2026年
（竣工時）

基準値
(一般的な庁舎）

中期(約20年後）
(活用棟解体時)

◯災害時に防災拠点として継続可能な庁舎
・水害に対しても安全な2階に庁舎機能を集約します。
・非常時の電源供給を行う非常用発電機を計画し、停電時
　も3日以上電力を供給できるよう計画します。
・災害時、井水を水源とした雑用水設備等を計画すること
   により、3日間以上庁舎機能を継続できるようにします。
・物資や人員の受援体制の充実を図ります。

※消費エネルギーの基準値は、平成28年省エネルギー基準一次エネルギー消費量算定により
  求めた試算値であり、現況庁舎のエネルギー消費量の削減率とは異なります。

◯体育館棟内部の活用イメージ

◯体育館の構造イメージ

執務空間

室内広場
倉庫 倉庫

▼既存体育館構造

▼浸水ライン

・下田の豊かな日照、敷地周辺の豊富な井水等、自然資源を
活用した設備計画とします。



水栓柱

汚水

設備架台

◯1階:学校であったことを活かして地域に開き、多様な人々がゆるやかに対話できる空間

広場

◯2階:窓口機能を集約した全体が見渡せる利用者にやさしい庁舎

活用棟へ

歩行者

駐車場から

新築棟へ

道路南側は芝生広場とし、将来の増築敷地として利用したり、
災害時やイベント時は駐車場利用できるよう計画します。

駐車場への進入路を南側に迂回させ、
広場と市庁舎が一体的な関係になるよう計画します。

体育館棟

新築棟

体育館棟

新築棟

活用棟

市民保健課学校教育課

大会議室
(災害対策本部)

観光交流課企画課

万が一の水害に対しても安全な2階以上に
防災、庁舎機能を集約します。

利用率の高い、市民保健課・福祉事務所・税務課の
窓口を見渡せる計画とします。

相談室

室内広場

バックヤード

市民ラウンジ

用務員・守衛室等

中会議室

1階はできる限り地域に開かれた場所として
市民の交流を促す居場所を計画します。

車と歩行者を明確に分けることで、
安全な動線計画とします。

WC
倉庫

設備
バルコニー

総務課

健診・会議室機能
調理
実習室

市長室
副市長室

情報発信

◯ワークショップを通して地域の人の意見を反映 ◯令和5年5月23日に開催された下田高校の学生とのWSの様子

・設計期間中に市民、在勤在学者を対象としたワークショップを複数回行い、
 参加者からの要望や、下田がもつポテンシャルを発掘し、設計に反映します。

・ワークショップでは地域開放ゾーンを中心に利用のアイディアや市民参加型の
��維持管理方法を共に考え、市役所がオープンした後も、当事者として市役所
��運営に関われるきっかけづくりを行います。

階段、エレベーター、渡り廊下など、
視認性の良いアクセスとします。

・1階は地域住民や近隣の学校も利用可能な開かれた空間とし、世代を超えた交流が生まれる配置とします。
・車と歩行者の動線を明確に分けることで、両者にとって使いやすく、安全な計画とします。
・平日は庁舎として、休日は市民の交流拠点として、また災害時は受援拠点として、多様な活動を支援する配置計画とします。

・窓口機能を2階中央部に集約することにより、すべての人にとってわかりやすい平面計画とします。
・エントランスプラザを中心とした動線計画とすることにより、各棟・各階の行き来をスムーズに行えるよう配慮します。

エントランスプラザエントランスプラザ

EV EV

健診・会議室機能

WCWC

1階 2階

◯断面構成

活用棟 新築棟

検診・会議

執行部・執務

執務

議会

駐車場・倉庫

窓口

1F

2F

3F

4F

体育館棟

窓口

ラウンジ

室内
広場

災害時には物資拠点や自衛隊などの
支援部隊の活動拠点となるよう計画します

※本資料は現段階の想定であり、今後設計を進める中で変更となる可能性があります

体育館棟2階イメージ

WC 受水槽

教育長室

EV EV

受付・窓口

税務課

出納室 防災
安全課

サーバー

書庫

防災
機材室

給湯

銀行

書庫

WC

福祉事務所

活用棟

エントランス広場イメージ広場イメージ

待合ロビー

産業振興課生涯学習課

体育館棟�

新築棟�

活用棟�

延床面積� 構造種別�

SRC+S造�

RC造�

RC造�3082㎡�

1758㎡�

1538㎡� 地上2階�

地上2階�

地上4階�

階数�

敷地面積 16,268㎡

◯建築概要

設備室

黒船ギャラリー

WC

職員更衣室

給湯
授乳室

来庁者用
駐車台数

60台　
プライバシーに配慮しつつ、
ゆったりできる広い待合を計画します。

雨に濡れずに3つの棟をつなぐ動線を
集約した、回廊状のエントランスプラザ。

待合
ロビー

メンテナンスバルコニーにより
維持管理に配慮します。

新築棟2階イメージ


